






























用いて対処しているかを測るユーモアセンス尺度CopingHumor Scale (Martin & Lefcourt， 
1983;以下CHSと略記〉を用いて、抑うつ傾向との相関関係を調べている。その結果、ユーモ




ている (Prerost，1983， 1987; Cann， Holt， & Calhoun， 1999など)。
しかしこれらの研究は、ユーモアセンスがいかにしてストレス対処に役立てられているかを
明らかにしていない。











相互に影響を与えながら進行していくとされている。さらに 1azarus& Folkman (1984)は、
環境からの様々な新しい情報や、自分自身の反応から得た情報に基づいて変えられる評価とし
て、再評価もその認知的評価に含めている。























































グを用いて実証することにする。この際、 Lazarus& Folkman (1984) らの心理学的ストレ
ス理論を考慮し、さらにユーモアセンスに影響を与えられた認知的評価がストレス反応の軽減











(1)ユーモア自己評価尺度(上野， 1990 ;高下・上野・尾関・原口・津田・田中， 1991) 
このユーモア尺度は、 Svebak(1974)が作成した Senseof Humor Questionnaire (以下
SHQと略記する〉と、 Martin& Lefcourt (1984)が作成した SituationalHumor 










































評定は rO:全くちがう ~3 :その通りだ」の4段階で行い、下位尺度ごとに合計得点を求め
る。その得点、が高いほど、当該のストレス反応の表出の程度が大きいことを示す。
3. 分析
本研究の統計的分析において使用した統計ソフトは、 SPSS10.0J for windows (SPSS Inc.， 






















































事の聞にもそれらの認知的評価に有意な差は見られなかった cr脅威評価J : F[5，326J=1.86， 

















国 3 図 2の理論モデルをもとに作成した想定モデルの検証結果 (N=332) 

































持つものであることが多くの研究で報告されている(例えば、坂野， 1988;戸ヶ崎・坂野， 1993; 
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